
年度 学年 指導上の課題分析 教科で身に付けさせたい資質・能力 具体的な授業改善策

令
和
４
年
度

１年

〇ひらがな、かたかな、漢字の読
み書きを完全に習得することがで
きていない児童が数名いる。ま
た、濁点や半濁点、拗音、促音の
表記の間違いが多く、十分に定着
できていない。
〇初めて見た文章の意味を捉えら
れない児童がいる。
〇自分の思ったことや考えたこと
を、話したり、書いたりすること
に慣れていない。そのため、教材
文を読み、登場人物の気持ちを考
える際に、自分の考えをもてない
児童が数名いる。

〇正しく表記する力

〇文章の意味を捉える力

〇自分の考えをもつ力
〇自分の考えを書く力
〇自分の考えを話す力

〇音読や文字表記の習得について
は、継続して繰り返し指導をす
る。

〇挿絵などを活用しながら、文章
の意味が分かるようにする。

〇友達の考えを聞き、自分の考え
との相違点に気付かせる活動を繰
り返し、自分の考えをもてるよう
にする。文章を書いて表現する活
動や話して表現をする活動を増や
し自分の考えを表現する機会を増
やす。

令
和
５
年
度

２年

〇新出漢字の画数が増え、漢字の
習得が不十分な児童が増えてきて
いる。特に、誤った書き順によ
り、字形の崩れが目立つ。

〇自分の思ったことや考えたこと
を、話したり、書いたりする際に
必要な語彙が不足している。その
ため、自分の思いや考えと、表現
した言葉や文が一致していない。

〇正しく表記する力
〇既習漢字を活用する力

〇自分の考えを書く力
〇自分の考えを話す力
〇豊かに表現する力

〇漢字の意味や書き順を丁寧に確
認し、正しい書き順で、意味を考
えながら覚えられるように指導す
る。繰り返し漢字の復習を行い、
日常のノートでも活用できるよう
にしていく。

〇友達の考えを聞き、自分の考え
との相違点に気付かせる活動を通
して、様々な表現に気付かせる。
年間を通して教室掲示等で語彙に
触れさせる。

令
和
６
年
度

３年

令
和
７
年
度

４年

令
和
８
年
度

５年

令
和
９
年
度

６年

指導上の課題分析と具体的な授業改善策及び補充指導等の計画【国語】



年度 学年 指導上の課題分析 教科で身に付けさせたい資質・能力 具体的な授業改善策

令
和
４
年
度

１年

○数の合成や分解の理解が十分で
ないため、計算に時間がかかった
り、正確に計算できなかったりす
る児童がいる。

○文章問題を読んで、足し算なの
か引き算なのかを判断することが
できない児童がいる。

○数の合成や分解をすぐに理解す
る力
○正確に計算できる力

○文章を正しく読み取り、立式す
る力

○算数ブロックなどの操作活動を繰
り返し行い、理解を深める。

○文章問題を読みながら、数字を確
認し、立式に生かすよう支援する。

○問題文から場面をイメージできる
よう、絵や図を使って説明する。

○授業や朝学習、家庭学習で、いろ
いろな問題に取り組ませて、繰り返
し練習する。

令
和
５
年
度

２年

○繰り上がり・繰り下がりの計算
ができない児童がいる。

○時刻と時間の学習では、時刻を
正確に読めない児童がいる。

○たし算・ひき算を正確に計算す
る力

○時刻を正確に読む力

○算数ブロックや20玉そろばんを用
いながら、基礎基本の復習を授業に
取り入れる。

○普段の生活から、時間を意識させ
る。特に長針は５分ずつ数えること
を理解させる。

令
和
６
年
度

３年

令
和
７
年
度

４年

令
和
８
年
度

５年

令
和
９
年
度

６年

指導上の課題分析と具体的な授業改善策及び補充指導等の計画【算数】



年度 学年 指導上の課題分析 教科で身に付けさせたい資質・能力 具体的な授業改善策

令
和
４
年
度

１年

○学校探検では相手との対話をす
る際に自信がもてなくて、発言が
できなかったり、会話の上手な児
童に頼ったりしてしまう。

○動植物の世話は、忘れず毎日世
話する児童と声を掛けないとやら
ない、声を掛けてもなかなかでき
ない児童がいて、個人差がある。
観察では、対象物の形が表せない
児童や気付いたことを文章で表現
できない児童が複数名いる。

○出会った人たちとの交流を楽し
み、もっと知りたいという気持ち

○動物や植物などの生き物、自然
に関心をもち、自然の素晴らしさ
に気付く力

○あらかじめ事前練習を十分に行
い、自信をもって発言させること
ができるようにする。
○発言の振り返りを行い、次回の
活動に生かせるようにしていく。

○道徳の生命についての学習とも
連携し、生き物を大切にする心を
育む。
○色や形、大きさ、触った感じな
ど、観察の視点をもたせて、描か
せる。
○観察したときの気付きを発表し
合い、共有する時間をもたせる。
○よく観察して表現できている児
童のカードを紹介する。
○観察カードをためておき、植物
の成長の変化を比較できるように
する。

令
和
５
年
度

２年

○探検や体験をした感想が「楽し
かった」だけで終わったり、自分
が行った場所のことだけで完結し
ていたりと気付きが十分でない。

○植物を観察カード等に書くと観
察の観点が不十分である。

〇疑問をもち、自分から主体的に
調べるという意識が低い。

〇自分の成長や自分のよさに興
味・関心をもち、その背後にはそ
れを支えてくれる人々もいるとい
うことに気付く力

〇植物の世話をすることや、具体
的な視点を与え、様々な観点（触
る、図る、色や形等）を使いかく
ことができる力

〇身の回りのことに疑問を抱き、
自ら知りたい、やってみたいと思
う力

〇観察前のメモをとる際に観察の
視点を与える。観察の時にどんな
事に気付いたか発表し合い、学級
全体でもその気付きを共有する。
　
　
〇国語の学習でも観点別に観察を
したり、観点の重点を学習したり
する単元がある。生き物や植物を
観察する中で、単元での学習を思
い出させるように支援し、具体的
な観点を与える。

〇疑問に思ったことは本やタブ
レット端末を用いて常に自分の力
で解決する時間や場所を設ける。

指導上の課題分析と具体的な授業改善策及び補充指導等の計画【生活】



年度 学年 指導上の課題分析 教科で身に付けさせたい資質・能力 具体的な授業改善策

令
和
４
年
度

１年

○音楽に合わせて拍やリズムを打
つ活動で、一人で打つとリズムに
合わない児童がいる。

○鍵盤のドを見付けるのに困難を
抱えている児童がいる。

○音楽に合わせてリズムを打つこ
とができる力

〇鍵盤を見て、音の位置を見付け
る力

○音楽に合わせて楽しくリズム打
ちする活動を、何度も繰り返し行
う。
○他者のリズムにつなげて拍を打
つ活動を取り入れる。

〇鍵盤の図を掲示し、いつでも繰
り返し見れるようにする。

令
和
５
年
度

２年

○おおむね歌声に気を付けて歌っ
ているが、音程が取れない児童も
いる。
○拍にのってリズム打ちができな
い児童がいる。

○どのように表現するかについて
自分の考えをもつことにあまり慣
れていない。

○自分の歌声や発音、音程に気を
付けて歌う能力

○拍にのってリズムを打つことが
できる能力

○曲想を感じ取って表現を工夫す
ることや、どのように表現するか
について考える力

○音を“聴く”意識をもたせる。
楽しみながら歌い音域の幅を広げ
る。
○リズム唱やリズム打ちをするな
どして，拍やリズムに対する感覚
を身に付ける。
○楽曲との出会わせ方を工夫す
る。楽曲のイメージを膨らませる
ような発問を工夫する。

令
和
６
年
度

３年

令
和
７
年
度

４年

令
和
８
年
度

５年

令
和
９
年
度

６年

指導上の課題分析と具体的な授業改善策及び補充指導等の計画【音楽】



年度 学年 指導上の課題分析 教科で身に付けさせたい資質・能力 具体的な授業改善策

令
和
４
年
度

１年

○作品を作ることを通して、クレ
パスでの色の塗り方、はさみの安
全な使い方、のりの塗り方などの
基本的な使い方を練習したが、ま
だ上手に扱えない児童もいる。

○友達の作品を見たり聞いたりし
て、形や色、表し方の面白さ、材
料の感じなどに気付かせるための
指導が十分でない。

○身近な材料や扱いやすい用具を
使用し、表し方を考えて表す力

○自分の作品や友達の作品を見た
り話を聞いたりして、作品のよさ
に気付く力

○造形活動の基礎となる技能は、
今後も繰り返し指導を続ける。
〇絵の具については、準備から片
付けの仕方まで一つ一つ丁寧に指
導を行う。

〇彩色法については、順序立てて
教え、表現の幅を広げる。
〇具体的な掲示物を使い、はさみ
やノリの使い方を確実に理解させ
る。
〇友達の作品を見て、どこがよ
かったかを書かせ、発表すること
を繰り返す。

令
和
５
年
度

２年

〇授業に意欲的に取り組める児童
が多い一方で、発想したり、手先
が不器用で形に表すことが苦手な
児童、個別指導が必要な児童が数
名いる。

○身近な材料や扱いやすい用具を
使用し、表し方を考えて表す力

○自分の作品や友達の作品を見た
り話を聞いたりして、作品のよさ
に気付く力

〇カッターについては、持ち方、
使い方、しまい方まで一つ一つ丁
寧に指導し、練習して慣れさせ
る。
〇彩色法については、少しずつ新
たな技法を取り入れ、表現の幅を
広げる。
〇知識や技能の習得のために、具
体的な掲示物を使い、確実に理解
させる。
〇自分の作品について振り返らせ
るとともに、友達の作品を見て、
どこがよかったかを書かせ、発表
することを繰り返す。

令
和
６
年
度

３年

令
和
７
年
度

４年

令
和
８
年
度

５年

令
和
９
年
度

６年

指導上の課題分析と具体的な授業改善策及び補充指導等の計画【図工】



年度 学年 指導上の課題分析 教科で身に付けさせたい資質・能力 具体的な授業改善策

令
和
４
年
度

１年

〇ボールを投げる、捕るなどの活動
では、基礎基本となる技能が十分に
身に付いていない児童もいる。

〇他者の出来と比べてしまい、自分
が運動が苦手だ、できないと思って
しまう。

〇固定施設や道具を使って、運動する
力

〇運動を楽しみながら行う気持ち

〇一つの運動領域において、様々
な体の動かし方を繰り返し行うこ
とで基本的な技能ができるように
する。
〇他者と比べるのではなく、自分
自身の伸びや達成感を大切にでき
る声掛けを多くする。

〇勝敗に左右されない活動を取り
入れる。

令
和
５
年
度

２年

○ボールを使った運動では、腕を
使って、上手に投げる動作ができて
いない児童がいる。

○ルールを理解して、友達と協力し
て取り組めることが十分ではない。

○ボールを使って運動する力

○ルールを理解して取り組む力

○ボールを投げる、捕る動作を意
識した運動を授業に取り入れる。

○授業の導入では、時間をかけて
ルールや目的を伝える。チームや
友達との作戦を考える時間をと
る。

令
和
６
年
度

３年

令
和
７
年
度

４年

令
和
８
年
度

５年

令
和
９
年
度

６年

指導上の課題分析と具体的な授業改善策及び補充指導等の計画【体育】


